
平成２１年度のカー・セーブ運動取組み状況 

県内の公共交通機関輸送人員
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カー・セーブ２年目となる平成２１年度からは、カーカーカーカー・・・・セーブデーセーブデーセーブデーセーブデーをををを毎週金曜毎週金曜毎週金曜毎週金曜

日日日日に拡大して実施しました。 

民間企業・団体からの参加も、平成２０年度の１２２１２２１２２１２２からからからから１１１１５７５７５７５７に増え、約約約約

６６６６，，，，５００５００５００５００人人人人がカー・セーブ運動に取り組みました。 

  

 

 

 ５月からの延べ参加者数は約約約約１７１７１７１７万万万万３３３３千人千人千人千人になり、昨年度実績の１３万人を

大幅に上回りました。    

また、クルマ通勤の削減距離は約２２５万ｋｍとなっています。これは地球地球地球地球とととと

月月月月をををを約約約約３３３３往復往復往復往復すすすするるるる距離距離距離距離に相当します。 

 ２年間の取組みによって、地球温暖化の原因となるＣＯ₂の排出量は、約約約約７０７０７０７０

００００トントントントンがががが削減削減削減削減され、体積に換算すると、サンドーム福井の１個分以上になりま

す。 

 

 

 

県では、カー・セーブデー当日の朝の通勤時間帯の交通量をモニタリングし

ています。 

１０月までは概ね前年度と同じ水準で推移していましたが、冬季以降冬季以降冬季以降冬季以降、、、、交通量交通量交通量交通量

がががが増加傾向増加傾向増加傾向増加傾向です。特に国道８号線の交通量が増加傾向です。 

※調査方法・・・調査地点：県内主要道路６地点  調査時間：朝７時～９時まで 

 

 

１１１１．．．．参加者参加者参加者参加者のののの状況状況状況状況 

２２２２．．．．取組取組取組取組みみみみ状況状況状況状況 

３３３３．．．．交通量交通量交通量交通量のののの状況状況状況状況 

出典「数字でみる中部の運輸」（中部運輸局）「平成 21 年度版 環境白書」（福井県） 

県内のＣＯ₂排出実態
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１１１１千万人減千万人減千万人減千万人減！！！！    


